
余裕のポーズ・・・子供みこし�

迫力満点・・・大人みこし�

人間ばん馬大会�

恒
例
の
も
ち
ま
き
で
熱
気
ム
ン
ム
ン
・・・
ま
つ
り
は
最
高
潮�

米
俵
相
撲
大
会�

ま
つ
り
だ�

   

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ�

！�
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恒
例
の
「
白
石
市
民
春
ま
つ

り
」
が
五
月
三
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
交
じ
り
の
空

模
様
で
し
た
が
、
市
民
の
熱
気

が
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

○
大
パ
レ
ー
ド

　

市
内
の
自
治
会
な
ど
二
十
団

体
か
ら
約
二
千
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
大
パ
レ
ー
ド
は
、
神

明
社 
御
輿
渡
御 
、
稚
児
行
列
、

み
こ
し
と
ぎ
ょ

太
鼓
山
車
、
子
供
み
こ
し
、
大

人
み
こ
し
、 

甲 
か
っ 

冑 
行
列
の
順
で

ち
ゅ
う

市
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
仙
台
柳

心
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
柳
生

心
眼
流
兵
法
の
演
武
」
が
披
露

白石市民

春春春春春春春春春まままままままままつつつつつつつつつりりりりりりりりり

抜群の迫力・・・�
宮城県古式鉄砲研究会による火縄銃の実演�

とても手作りとは思えません・・・�
甲冑工房片倉塾生たちによる�

甲冑行列�

生涯の思い出に・・・稚児（甲冑）行列�

仙
台
柳
心
会
に
よ
る

柳
生
心
眼
流
兵
法
の
演
武�

白石城下は�
江戸時代へ�
タイムスリップ�
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さ
れ
ま
し
た
。
甲
冑
を
身
に
ま

と
い
陣
太
刀
や 
鎧 
通
し
、
陣
笠

よ
ろ
い

な
ど
の
武
器
を
用
い
て
、
気
合

い
の
入
っ
た
演
武
を
行
い
、
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

○
火
縄
銃
の
実
演
（
白
石
城
）

　

市
民
有
志
で
つ
く
る
「
宮
城

県
古
式
鉄
砲
研
究
会
」
に
よ
る

火
縄
銃
の
実
演
が
行
わ
れ
、

ズ
ッ
ド
ー
ン
と
い
う
迫
力
あ
る

銃
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

○
人
間
ば
ん
馬
大
会

　

（
駅
前
広
場
）

　

予
想
以
上
の
重
さ
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
歯
を
食
い
し

ば
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

た
参
加
者
に
、
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

○
米
俵
相
撲
大
会

　

（
中
町
商
店
街
）

　

豪
華
賞
品
を
目
指
し
て
、
米

俵
を
持
ち
上
げ
た
り
転
が
し
た

り
・
・
・
力
自
慢
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
白
石
城
下
商
い

ま
つ
り
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
見
物

客
で
一
日
中
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。


